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1． 研究の目的

中国が1970年代の終りから推進する改革開放

政策は， 90年代に人っていよいよ加速の度を速

め．沿海地方の大都市の経済活動を中心として

中国全土に大きな社会的変化をもたらしている。

その変化の背景には，沿海部と内陸部の間で拡

大する賃金格差や，農村における大量の余剰労

働人口の存在かあり．それまで厳しく抑制され

ていた農村から都i1lへの移動がある程度自由化

されたことをきっかけとして，多数の農民が都

市へ流入する事態を生み出している。

このような状況下にあって．本論が対象とす
，・ーサン，： 9 -j-

る中国雲南省西双版納タイ族自治州（以F西杖

版納と略す）の州都である最洪 (1994年に市に昇

格）でも．辺境開発の拠点としての都市開発か

活発に行なわれている．方たが，元来少数民族の

居住地域であった西双版納では，急激に流人す

る漢族によって先住少数民族の伝統的生活形態

が激しい変化にさらされることになった。

『アジア経済C↓ XXXVIl (1995.4) 

このような西双版納への漢族の流人は改革開

放政策施行後にはじまったものではなく，新中

国成立直後からその形を変えつつ今日まで続い

ているものであるが，先住の少数民族は．時代

とともに激変する中央政府の方針に多大な影響

を受け続けている。本論では．漢族の流人がお

およそ次の 3期に分けられることを示し，その

時代ことに漢族が流人した経緯と先住少数民族

への影響を考察する。

第 1期新中国成立後1950年代～60年代の国

営農場建設にともなう漢族流人

第 2期 文化大革命期の下放にともなう漢族

流人

第 3期 1980年代から今日にいたる改革開放

政策下での漢族流人

本論では第 1節で西双版納全体の人口動態に

ついて俯厳した後，第II節ては景洪盆地におけ

る第 1期の漢族流人について，第III節では景洪

市街地における第 2期と第 3期の漢族流人につ

いて．その経緯と先住少数民族に対する影響を

分析い漢族流入が少数民族に与えた社会的・

経済的影響について明らかにすることを目的と

する。また，このような漢族の流人にもかかわ

らす．民族間の紛争を起こすことなく良好な関

係を保っている漢族と先住少数民族の関係につ

いても，その時代ごとに考察を試みる。

なお．このような漢族の移住が西双版納に居
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住する多くの先住少数民族に影響を与えたこと

は確実てあろう。しかし漢族の移住地は第 1期

から第 2期は平地に住むタイ族（正式な漢族側

からの呼称は水條族，タイ族側から U)呼称はタイ・

ル一族）と山岳民族の居住地域のはざまであり，

第2期から第 3期は主に平地に建設された都市

部であったので，漢族の直接的な影響は，タイ

族に対しては他の少数民族とは比較にならない

ほど大きい。したかって，本論ては主にタイ族

について検討し，他の山岳少数民族に対する漢

族移住の影響については今後の課題としたい。

2. 先行研究と本論の位置づけ

少数民族が何らかの外的な影響によってその

生活形態や社会構造を変化させることを具体的

に明らかにした研究は，管見の限りでは非常に

限られている J このような中で嗚少数民族か何

らかの外的影響を受けた際に，生活の基盤であ

る土地利用形態を民族固有の規範によって変化

させることを明らかにしたピーター・クンスタ

ッターの研究は，本研究と共通の視点を有する

ものといってよい。彼は北部タイのいくつかの

少数民族を対象として，各少数民族が集落の人

口増加や外的変化によって，それぞれの民族固

有の生活規範，社会構造，生産様式が生活環境

をどのように改変していくかを論じているば l)。

大林太良のグループによる研究は，本研究と

同じく雲南の少数民族を対象として，流通経済

の影響による少数民族ごとの対応の違いを明ら

かにしようとしている。短期間の現地調壺をも

とにする報告は，現地の案内者からの聞き取り

による情報がほとんどであり，少数民族の生(})

姿を伝えているとは言い難いが，その意図した

ところは中国少数民族研究0)中では先駆的な研

究事例といえるだろうけt2)0 
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その他，中国以外の地域て複数の民族の混住

について研究した事例としては，主に大都市内

での多民族混住をテーマとしたものが散見され

るが，その数はかなり限定される（汁3)- また，

多民族混住を中心テーマとはしていないか，都

市への流人人口とその居住についての研究事例

としては，新津晃ー氏をはじめとするスラムの

研究などかあげられる国 110

本論ては，調査の各段階でこれらの研究0)ア

プローチを参考にしつつ，中国独自の多民族地

域における地域開発と漢族移住の経緯を整理し，

それらか少数民族に与えた社会的影響について

考察を加える。

3. 調査について

これまで筆者は．雲南省西双版納タイ族自治

州の州都てある景洪の都市化と，その尚辺集落

の居住環境の変化を，住居形態などの物質的変

化を中心に1987年 3月から94年 5月まで追跡調

脊してきた。特にこの調査期間の後半は，改革

開放政策による裔度経済成長の影響かこの地域

にまで波及したために．景洪の都市化が加速度

的に進行した。そして，市街地の拡大と共に流

人する嘆朕も目に見えて増加し，景洪尚辺の先

住少数民族タイ族の集落環境は激しい変化にさ

らされている。当然ながら．物質的変化を追う

うえで，それらを促している先住民族の社会的．

経済的変化にも着目する必要が生じたため，そ

の目的にそった調査を1993年 9月から94年 5月

の間に実施し．それ以前の調査結果をあわせて

本論の基礎資料としている c

本研究では，漢族の流人かはじまった1950年

代の国営農場の建設期から，文化大革命期を経

て．今日の改革開放政策のもとでの高度経済成

長期に全る期間の漢族移住の経緯を明らかにし
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ようとするも 0)であるが，中国にあっては公表

される文献資料がきわめて限られるために．対

象地域内にある移住者たちの居住地に赴き，直

接聞き取り調査を行なうことを調査0)中心とし

ている。ただし本論で第 1期の漢族移住とした

国営農場建設期の漢族とそれ以降に移住した漢

族とでは，居住地も生活形態も大きく異なって

いるために，必然的に 2種類の調在を実施する

ことになった。

国営農場に居住する漢族の調在では．最初に

その分布を明らかにしている。国営農場は景洪

盆地周辺の山裾に分布しているが，調在協力者

からの情報をもとにおおよその位償の見当をつ

けて赴いた国営農場で調査を行なった後に，そ

の近くにある他の国営農場の所在を聞いて次の

国営農場を目指す．という調在を繰り返してい

る。国営農場は0分場0隊（たとえば 3分場 6

隊など）の名称をもち， 0分場は一つながりの

地域に位償し． O隊は順序を乱すことなく分布

している（たとえば3分場 6隊の隣には必ず 3分

場5隊かあり，場合によっては 3分場 7隊かある）

ので．このような事情を理解していれば調在で

見落とすことはほとんどない。

調査では，国営農場農民の民族や出身地別構

成，移住してきた時期など農民自身に関するこ

と，国営農場の立地や規模，形態．建設された

時期など農場自体に関すること，さらに，現在

の生産物や移住当時の状況などについて虹接聞

きとりを行なった。

西双版納における国営農場の総数は正確には

把握できなかったが，景洪盆地周辺に対象地域

を限定して行なった調査では27カ所の国営農場

について聞き取り調在を行なうことができ，そ

のサンプル数は対象地域内の国営農場総数の過

半数を優に越えているものと考えられる。

文化大革命期に移住してきた人々については，

彼らの移住の状況を一般化できるほどにはサン

プル数が集まらなかったので，本論では彼らか

らの証言の紹介にとどめざるを得なかった。

改革開放政策以降の移住者の人口，世帯数な

どは．政府経済計画局，同建設局の職員へのヒ

アリングからも公には全く把握されていないこ

とが分かった。しかし，彼らの多くがタイ族の

伝統的住居である高床式住居の床下に居住して

いるので，比較的容易にその居住場所を特定す

ることができる。彼らについても最初に集落内

における居住場所の分布を調杏し，その後で面

接調査を試みている。

本調査における集落地図の作成作業から，景
マ 9 千/ラン

洪市街地に接する調査対象集落（曼景蘭）の高

床式住居180棟のうち， 3分の 2以上の129棟の

住宅で賃貸業が行なわれ，それらの住宅におい

て移住者世帯の居住が認められた。さらに，中・

小規模の長屋形式の集合住宅が47棟あり．ここ

に居住する者たちはほとんど全て外部から移住

してきた人々であった。これらの集合住宅は，

士地も建物もタイ族の所有である場合と，土地

のみタイ族の所有で建物は移住者自身が建設し

たものの場合があった。そして，集落内の移住

者の総数は． 1993年10月に行なった住宅の悉皆

調査の結果などから2000人から4000人の間であ

ろうと推計される叶 5)。

このような居住地に直接赴いて行なった面接

調査の内容は．移住者の年令，職業，出身地な

どの一般的属性．また移住の目的，移住前の職

業，移住の行なわれ方（親戚をたよるなど），地

緑組織の有無．定住意識などである。そしてこ

れらの調査のサンプル数は， 38カ所（高床式住

43 



Ⅰ西双版納の地域の概要と人口動態
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居の床下賃貸アパート，長屋形式の集合住宅を含

む）， 130人である。

以上の聞き取り調査に加えて．最近出版され

た『西双版納国土経済考察報告』叶 6)や『歴史

時期西南経済開発輿生態変化』⑪ 7)には．これ

まで外部には公表されていなかった集落ごとの

人口統計や，国営農場が栽培．生産しているゴ

ムの栽培面積などが掲載されている-本調査に

おいてはこれらのデータを実際に現地で確認し．

漢族による地域開発の実体を把握することにつ

とめた。また本編では移住者を主体に扱うのて

その報告は別稿に譲るが． 1994年 3~5月に行

なった暴洪市街地とその周辺集落のタイ族住民

約 520人に対する面接調社の結果も部分的に用

いた。さらに， もと雲南民族学院の講師で現在

景洪県の県知事秘書をされている岩宰氏他，西

双版納タイ族自治州人民政府の経済計画局，建

設局．民族委員会等の職員として働いている立

南民族学院と北京民族学院の卒業生らの協力を

得て，不足する資料・情報を補完した。

（注 1) East-West Center. Population Institute. 

Farmers in the Forest : Economic Development and 

Marginal Agriculture in Northern Thailand, eds. P 

Kunstadter, E. C. Chapman, and S. Sabhasri {!lo 

nolulu, University Press of Hawaii, 1978) /P. Kun-

stadter, "The Impact of Economic Development in 

Southeast Asian Tropical Forests," in Tropical Eco・

logy and Development: Proceedings of the Vth inter-

national S_wnposium of Tropical BiologJ,,・16-21 April 

1979, Kuala Lumpur, MalaJ'sia. ed. J. I. Furtado (Ku-

ala Lumpur : Internationals Society of Tropical 

Ecology, 1980), pp. 65-72. 

(it2) 大林太良他「近代化と少数民族社会の対応

ー一誤南省少数民族社会の近代化と伝統的文化ー j 

（『東京経済大学会誌』第164号 1990年1月） 69~113ペ

ーン

(it:｝） 宇絲雄占他「マレーシア・シ 'Jホールバル都

市圏の住宅団地の民族混1主と居住環境の評価特性」（『都
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市計画論文集↓第28号 1993年11月） 451~456ページ／

高井宏之他「ンンガポールにおける高層住宅居住の実態」

（『建築学会論文報告集』第431号 1992年1月） 79~85ペ

ージなどがあるが．研究例は限られている。

（注4) 新津晃一箱i 頂現代アジアのスラム—発展途

上国都市の研究―』明石書店 1989年ではマニラ．バ

ンコク．ジャカルタ．ァンカラにおけるスラム住民を取

りlげているか．これらの開発途上地域の都市における

スラムの研究は．都市への流入人口を対象としていると

いう点で．本研究と共通の視点をもつ。なお都市のスラ

ムに関する研究は．すでに人類学や社会学の分野である

程度の研究の蓄積があるが，紙面の制約上ここでは列挙

しないc

（注5) 曼景蘭で1993年10月に行なった高床式住宅

180棟の悉皆調査では． 1棟当りの床下部屋の平均は

3.89部屋であった。したがって床下部屋の総数は 700.2

部屋であり． 1部屋は 1世帯であるため700.2世帯とな

る。 一方集合住宅の世帯数は 500前後か数えられたか，

これを加えると約1200世帯の移住者世帯が集落内に存在

することになる雲南省(/)1世帯当りの平均家族数は

l的（）年で4.51人（雲南省人口普査辮公室編『雲南省第4

次人口普育手エ彙総資料』昆明 雲南人民出版社 1990 

年）であるか移住者世帯には 1人世帯も多く，この数

字をかなり F回るものと思われる。仮に 1世帯当りの家

族人数を 2人とすると集落内の移住者総数は2400人，家

族人数を 3人とすると：3600人という数字か推計される一

(；t6） 脹立呉根編国双版納国土経済考察報告』昆

明嚢南人民出版社 1990年。

(i「7) 藍項『歴史時期西南経済開発典生態変遷（西

南研究書系）J昆明 雲南教育出版社 1992年。

I 西双版納の地域の概要と人口動態

l 対象地域の概要

本論では，対象地域を中国雲南省西双版納夕

イ族白治州景洪市 (1994年に市に昇格）と景洪

盆地固辺の山裾にある植民集落をフィールド調

在の対象とした。また近年の改革開放政策以降

に大量に流人している漢族については，彼らが

多数居住する景洪市市街地に隣接する集落，曼
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景蘭（集落人口804人ー1982年統計）を対象とし

て調査を行なった。

雲南省は中国大陸の南西端にあり，面積は38

万平方累，日本の全面積にほほ等しい。西双版

納タイ族自治州はこの雲南省の南端に位置し，

ラオス， ミャンマーと境を接している他，ベト

ナムやタイとも地理的に非常に近い関係にある 3

面積は 1万9223平方芯で，ほぼ四国の面積に等

しく，その約95ぷは山地である。最洪県は自治

州の中央の約 3分の 1の面積を占めており，メ

コン河の貫流する景洪盆地を中心に開発が進ん

でいる。

西双版納タイ族自治州の民族構成ぱ， 1990年

の統計では総人口79.6万人のうちタイ族が27.0

万人 (33.9ぷ），漢族20.2万人 (25.3~',;:), その

他の少数民族が32.4万人 (40.7~は）となってい

る（注 IJ（人口については次項で詳述する）。

西双版納では古来より盆地の平野部にこの地

方の有力民族であるタイ族が居住しており，水

田稲作を中心とした農耕生活を行なってきた

（汀 2)。気温の年較差が少なく，ニ-SE作も可能な

地域であるが，現在では稲の収絋か少ない時期

には換金作物である西瓜などの栽培をする農家

が多い。一方， lll地には焼畑農業を主とする山

岳民族のハニ族やラグ族，ジノ一族等が居住し

ている。また，これらの民族の文化的形態には，

日本文化と類似するものが多数指摘されており，

照葉樹林文化として人類学の分野での研究か行

なわれている (1}：J)0 

2. 西双版納における民族人口比の推移

西双版納タイ族自治州における人口は，新中

国成立以後急激な増加を見せている（図 l参照）

1949年の統計では， 19.9万人であった州の総人

口が， 90年の統計では79.6万人となっており，

”‘』、・』．．．．．．．`...................研究ノート・9●’..．．．．．,.．．、.............．．．．で・............ 

実にこの40年余りで 4倍に急増したことになる。

中ても漢族の増加は急激であり． 1950年にこの

地に人民解放軍が人った当時は，漢族の人口は

わずか5000人．全人口の0.27ら；にすぎなかった

ものが． 90年の統計では20.2万人にまで増加し

ている (II•4)こ記録に残る漢族流入についての具

体的な数字としては． 1959年から翌60年にかけ

て湖南省から人植した 2万5000人の農民と，文

化大革命期に「下放」された中国各地の大学を

卒業した知識青年6ガ6000人があげられるが．

このような記録に残るもの以外にも多くの漢族

が流人していることが分かる。そして，この漢

族の少数民族居住地域への急激な流れは，中国

の他の地域たとえば北方の内モンゴル自治区

や西域の新彊ウイグル自治区などでも同様のも

のである直5)0 

一方．少数民族の人L」もこの40年で 2倍以上

に増加している。少数民族のうち．タイ族やジ

ノ一族など．この地域に集中していたり．他の

地域に同じ民族がいても西双版納から遠く離れ

た特定の地域に集住している民族については．

図 1に見る増加は自然増によるものと考えられ

るが．周辺の他の地域にも広く分布しているハ

ニ族等の場合には，自然増のほかにこの地に流

入してきた者が社会増としてhoわっていること

が考えられる。また． 1982年以降．漢族には一

人っ子政策が取られる一方で．少数民族に対す

るこの政策は緩やかであり，今後も自然増のペ

ースにはさほど変化かないものと考えられる

（注 6)

図2は．民族の比率の変化を示したものであ

るが， 1949年に57年以上を占めていたタイ族の

人口比乎は年々低下し， 1990年には33.9らにな

っている。当然ながら漢族の割合は急上昇し，
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図 1 酉杖版納タイ族自治州における 図 2 西双版納タイ族自治州における

民族別人口の推移 民族別人口の推移
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1940 1950 I 960 1970 1980 1990 2000年

,1全体合計 2タイ族 3漢族 (4タイ族と，莫族を除くその他

の少数民族 5ハニ旅 6 ラク族 7フーラ／族

（出所） 張立呉根編『西双版納国土経済考察報

告』昆明 雲南人民出版社 1990年 141ペー

ジと，雲南省人口普査辮公室編『雲南省第 1

次人口普在手t彙総資料』昆明 雲南人民出

版社 1990年の記述をもとに咽者作成。

約25らを占めるに至っている。

こ0)ような新中国成立以降の忍激な漢族の増

加とは対照的に， 1981年から90年の統計では漢

族の全体に占める人口比が低下する傾向が読み

取られる。しかし，後述するタイ族集落への漢

族の移住や，市街地の拡大に伴って活発化する

集合住宅の建設を見ても，この地域に流入する

漠族の増加は疑いのないところである。このよ

うな現実と統計上の数値の差について，西双版

納の政府経済計画局職員にその理由を尋ねたと

ころ，近年他地域から流入している多数の人々

は，戸籍上はもとの移住前の土地に登録されて

おり，西双版納(})人口統計には現われないと(})

ことであった。

中国では人口の移動を管理するために「都市

戸籍」と「農村戸籍」をもうけ角 これらを自由

に変更することはてきない。しかし， 1984年に
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（出所） 図 lと同じ。

出された｛農民の集鎮転人，定住に関する国務

院通達」による移動の一部自由化を引き金とし

て，都市に流人する農村の余剰労慟人口が急増

したといわ九その結果、都市には従来の都市

戸籍所打者の他に，通達で自由化された範疇に

はいる自弁（食糧配給が受けられない）の戸籍者

と．まったく政府の保護が得られない「盲流」と

呼ばれる人々が生まれたとばわれる付ii¥, 1984 

年の通達では，県城（県庁所在地）は移動ので

きる都市に含まれない。景洪は州都であり県庁

所在地でもあるので．本来自由に移動てきる都

市には含まれないことになる。これらを鑑みれ

ば，現在急激に景洪に流人している漢族のほと

んどはこの「盲流」に当てはまることになり．

人口増加か戸籍をもとにした統計に現われない

のはむしろ刈然といえる 2

図3は，西双版納を構成する 3つの県の民族

別統計をグラフ化したものであるが，県ごとに

漢族の人llに大きな開きのあることが分かる。
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図 3 西双版納タイ族自治州における

県別民族人口 (1982年）
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（出所） 張立呉根編『西双版納国土経済考察報

告』昆明 雲南人民出版社 1990礼 142ペ
ジの記述をもとに筆者作成。

景洪県では1982年の時点ですでに漢族の比率か

タイ族を上回っているが， これは西双版納で最

も大きな都市である嬢洪に漢族が集中している

ことの他に，後述する国営農場が数多く建設さ

れた可能性もあげられる lit8)0 

以上のようなわずかに垣間見られる統計から

も，西双版納における新中国成立以降の流人人

口の急増は明白である。現在までのところ， こ

のような人口の推移を詳細に示す統叶は公表さ

れていないが，わずかながらも残された移住に

関する記録や，現在実際に見ることのできる多

数の国営農場，近年都市部に急増している他省

からの移住民などから， 1950年代後半から60年

代前半の国営農場への人口流人，文化大革命期

の「下放」による人口の急増と文化大革命終了

直後の減少， 90年代の「盲流」による都市人口

の急増などを推測することは十分に可能である。

したがってこれらの具体的な統計的数値の増減

をホすことはてきないが，移住民の移住の目的．

性格，時代背景などから，前述のように漢族の

流入を 3期に分けて論述することが可能である

と考えるっ

（注 l) 雲南省人口普査辮公室編『雲南省第4次人口

普査手エ彙総資料』参照。

（注 2) 現在タイ族が生産する農作物は，穀物ては伝

統的に主食としてきた襦米の紫米や白米と政府に納める

必要から収旦の増加した梗米．野菜では菜の花，ホウレ

ンソウ，韮，ェンドウの芽，モヤ．シ，ィンゲン， トマト．

胡瓜などが一般的である。さらに，唐芥子， ミント，レ

モングラスなどの香味野菜， II本のサトイモに近い薯類，

ザポン．ハナ＋などの果物類，その他たけのこや砂糖黍

などが一般に生産されている。吉野正敏編『実南フィー

ルドノート』古今書院 1993年 54~72ペーシ，およ

び1991年10月の現地調杏時の記録による。

（注 3) 中尾佐助「照薬樹林文化の建築」（『建築雑誌J

1979-1 1979年1月） 11~14ペーシ／石井溝―研究展望

ー一照薬樹林文化論一ー」（『民族学研究』第49巻第 3号

1984年12月） 273~280ページ参照。

（注4) 張立呉堰編 r西杖版納国土経済考察報告;/

雲南省人口普在堺公室編 r雲南省第4次人口将介手エ彙

総資料J による。

（注 5) 毛里和子・橋本萬太郎編『漢民族と中国社会」

山川出版社 1987年 452~486ページ参照。

（注 6) 西双版納の少数民族に対する「---）、つ（政策」

は，タイ族に対しては2人，山達人に対しては 3人囀ジ

ノ一族に対しては無制限など，民族によって対応が異な

っているが，いずれにしても漢族に対する「一人っf政

策」の厳格さは見られないr

（注7) 若林敬子『中国：人口大国のゆくえ』（岩波新

書）岩波書店 1994年6月 128~129ペーシ参照。

（注 8) 張立呉根編『西双版納国土経済考察報告』付

録の土地利用図によれば，景洪県には西双版納全体の 3

分の 2l)、1-立dJこ）ム林が集中している。現在，西双版納の

多くの国営牒場における主要な't産物がゴムであること

を考えると，姐洪県にはコムを生産している国営農場が

多数存在していると推測される。
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II 国営農場建設における漢族移住

と少数民族

1. 1950年代～60年代の国営農場の建設と移

住の歴史

前述のように新中国の成吃した1949年以前に

は，西双版納に居住する漢族はごく少数であっ

た。そして，その後この地域に流入してきた漢

族は，流入した時代によって大きく 3期に分け

ることができるが．本節で扱う国営農場への移

住はこの内の第 1期である。

最初に西双版納に移住してきた漢族は， 1950

年代後半に主に湖南省を中心とする地域から開

拓団として入植した人々であるといわれている

(i「1)。彼らは新中国成立間もない毛沢東の熱狂

の時代に，わずかな食糧のみを持ち，何日もか

けてほとんど身ひとつでこの地に人植した若い

農民たちである。彼らは集団で農場を開いたが．

その農場は農業に適した水の豊かな平地にては

なく，未開拓の山林の縁辺部を切り開いたもの

であった。このような七地に農場を開拓した理

由は，まず平地には古来より有力なタイ族が居

住しており．一方山地にはやはり古くから焼畑

農業を行なってきた山岳民族のハニ族やジノー

族．ラグ族などが居住していたからであろう。

このような標高差による民族の住み分けは彎民

族間の闘争の中で11世紀頃に確立されたものと

Liわれているか屯 2)．漢族はこの平地民族と山

岳民族の居住地域のちょうどはざまを縫うよう

に開拓地を広けていった（分布について：よ本節第

3項で詳述する）

聞き取り調在によれば． 1950年代の国営農場

にはとにかく何もなく，簡単な掘っ立て小屋や
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テントに住み，毎Hが甚だしい飢えとの闘いで

あったということである。人植した人々のほと

んどがまだ20歳前後の若者であったからこそ何

とかその状況を凌げたのであろう。

記録では1959年から翌60年に湖南省より 2万

5000人の農民がこの地域に移住してきたとある

かほ 31、聞き取り調査では59年以前にも相当数

の人々が国営農場に移住していたようである。

調査対象者の証言が正しいとすれば，調査を行

なった国営農場の中で最も古いものは1953年の

建設てあった。また，湖南省のみならず，雲南

省内部や四川省，貴州省などの雲南省に隣接す

る省，さらに安徽省や河北省などの比較的遠い

地方からやってきた農民も確認されたウ

1960年代もこのような湖南省を中心とする他

省からの移住は続くか、 70年代以降は国営農場

に加わる新たな農民は激減する。代わって1969

年から74年には文化大革命の影響で，所謂「下

放」 (ii4)された知識青年達 6万6000人がこの地

に入植するが，彼らについては移住の第 2期と

して後述する

2. 國営農場建設におけるゴム生産と農場人

ロの変化

国営農場を建設した当初は稲や稗などの穀類

を中心に栽培していたようてあるが、現在彼ら

農民の中心的な生産物となっているゴムの栽培

は，第 2次世界大戦虹後の1948年に中国系タイ

人の銭方周によってはじめられたのが最初であ

るといわれるげう）。その後中国政府が栽培実験

を開始したのが1953年であり， 56年頃から本格

的な国常農場によるゴム栽培か行なわれるよう

になった 図4はゴムの栽培面積と生産量の伸

びを示したも i))であるか，当然ながらゴムの樹

が成長するまでの間に時間差があるため，牛産
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図4 西双版納タイ族自治）十1における

ゴムの栽培面積と生産量

（栽培面積の単位は万畝・
生産量は 100トン ） 
180 
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図5 西双版納タイ族自治州における

ゴムの農場人口の推移
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（出所） 張立呉根編『西双版納国土経済考察報
告』昆明 雲南人民出版社 1990年 185~200 
ページの記述をもとに筆者作成。

（注） ＊ 1畝（ムー）は6.667アール C

讃の伸びは栽培面積に数年の遅れをもって伸び

ている。また，栽培面積の伸ひか比較的一定で

あるのに対して，生産量は1974年以降著しい伸

びを見せている。これはゴムの樹の成長が，ち

ょうどこの頃に採取に適した樹齢に達したため

である (il/i)C，このような生産の仲びは生産者で

ある国営農場の農民の生活にも大きく影響して

おり，近年のゴム生産によって彼らの生活は飛

躍的に改善された様子であった3

1970年代前半までは国営農場のゴム生産の伸

びにしたがって農民の数も増加するが，その状

況を図 5に示す。

前述のように1960年代後半までの伸びは湖南

省などから流人する農民によるものであり， 60

年代後半から70年代前半までは下放された知識

青年たちの流人によるものと考えられる～そし

て， 1970年代後半からの落ち込みは下放されて

いた知識肖年たちの多くが文化大革命後に帰郷

（出所） 図4と同じ

したためである。

近年のゴム生産の飛躍的な仲びに伴って国営

農場の経営が安定してきたことや，西双版納全

体の統計に現われる漢族人口の増加なとから，

調査当初は新たに農場に加わる農民も増加して

いるのではないかと思われた。だが，国営農場

ての聞き取り調査によれば，こ(/)ような生産量

の伸びにもかかわらず，近年の国営農場におけ

る農民人口は一定しており， 1970年代以降今日

に至るまで，新たに農場に加わる農民の数は非

常に少ないということである。

国営農場は前述のとおり＇／〉分場〇隊の名称を

持ち，数多くの分隊を生み出しているが，これ

はゴムの栽培面積と生産量か急陪するにしたが

って分隊していったものであり，特に近年にお

いては人口増加が分隊の直接の芙機にはなって

いないようである。

中国の退職年齢が57歳ということもあって，

一世たちのほとんとはすでに退職している一方

で，現在農場の労働力の主力になっているの

は， 1950年代から60年代にかけて移住してきた
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図6 国営農場の分布（模式図）

-三す----—漢タイ族の村

NCD 

場

族の村

＼場

6 km 

●土着集落（タイ族）

〇国営農場

—ー道路

（出所） ＜民族問題Ji種叢内＞宍南省編輯委員会編『俵族社会歴史調査（西双版納之四）』

昆lりJ 裳1'il人民出版社 198:l年8月に掲載されている地図をもとに現地調在の結果を記

録し筆者か作成したか，もとの地図か不正確であるので，模式図として掲げる。

（注） 縮尺はおおよそU)f l安てある（

農民の二世たちである。図 5には農場の総人口

から労働人口を引いた非労働人口も示している

が，この図からも分かるとおり，農場人口の総

数が減少に転じたにもかかわらず，非労働人口

は依然として増加し続けている 1950年代～60

年代の非労働人口では労慟年齢に達しない若年

層が中心であったのに対して，近年の非労慟人

口の多くは老齢の退職者ではないかと考えられ

る。また，一人っ子政策はこの辺境の農場でも

厳格に実施されているので，中国の他の地域と

同様，農場人口における若年層の比率はかなり

減少しているはずである。実際に最近の国営農

場の老齢化はかなり進んでいる様子がうかかえ

るが，それは単にH中から外で過ごす老人たち
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の姿が目立つということばかりてはなく，次項

で見るように農場の居住地区の空間構成の変化

にも見て取ることができる。

3． 国営農場の分布とその空間檬成

西双版納景洪盆地周辺における国営農場の分

布を図 6に模式的にポすい7)。1950年代に西双

版納に流人した漢族は山林(J)緑辺部に農場を築

いていったが， このような地点はまたゴム栽培

に適した所でもあった。西双版納のゴムは景洪

の熱帯作物研究所が開発した耐寒件のコムてあ

るが， もともと熱帯地方の作物だけに亜熱帯u)

西双版納で現在のように栽培されるようになる

までには，多くの試行錯誤を経る必要かあった

国 H)。耐寒性のゴムとはいえ標高が高く気温0)

低いところでは成育できないので．必然的に山

地の主に南側斜面の裾野に栽培地が広かること

になるが，ゴム栽培の必要 tから国営農場かlll

林の縁辺部に広がっていったのか，先に述べた

ように平地民族居住地と山岳民族居住地のはさ

まにしか人植(})f：地がなかったために｀そこを

縫うように広がっていったのかを判別すること

は難しい。恐らくその両方の要因が入りまじっ

ていたのてはないかと考えられる C9

他地域の国営農場についての資料は人手して

いないので，西双版納の国営農場についてしか

語れないが．ある時期まて (198(）年代木頃まて）

の西双版納の国営農場は．どの国営農場でも判

を押したように甚本的に同じ空間構成を持って

いた。それは中心にバスケットホール場を持ち，

それに面するように集会所がある（小規模なも

のではバスケット場が集会所を兼ねる場合もある）。

やや規模の大きな農場ではこれに漢族式の庭圏

か付き．さらに大規模なものでは学校か加わる。

そして．それらの周辺に長屋形式の住戸が立ち

図7 国営農場の空間構成（最洪農場）

←ムンハイヘ

汽車隊

集合｛主宅

景洪市街地へ→

ケートホー！レ

第会所 L__JI||夫ナ寸II珈笏各草t年士庭圏

ハスケソトボール場 1「三言集合1主宅

o~王宅地造成：。

z

①
 

IOOrn 

（出所） 1991年の現地調杏時に筆者作成。

並ぶというものてある（図 7参照），，これらの特

徴を持っために国営農場と他の集落を判別する

U)はきわめて容易である また少数民族u)集落

とは違って111中に孤立して建設されるようなこ

とはほとんどなく，主要作物であるゴムを輸送

する必要性もあって，必ず幹線道路に連絡する

ようこ建設されるようである，•9

これらの国営農場も近年多少変化した点があ

る。まずゴム栽培が急増したことにより，ゴム

の樹液をり双）る収集所か大きな役割を果たすこ

とになり，個人の生産割当などが常に張り出さ

れているために，ここか農場経済の中心になり

つつある。また農場の人口構成が老齢化したこ

とにより，最近ではバスケットボール場に隣接
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したり，あるいはバスケットボール場を取り壊

して老人のためのゲートホール場が居住区の中

心に据えられるようになってきている。

これらの事柄は，国営農場人口の高齢化を象

徴的に示すと同時に，近年のゴム生産の伸びが

多数の非労働人口を支えられるようになったこ

とをポしているといえる。加えて，統計的な資

料は人手てきなかったが， どの国営農場にも少

数民族出身の農民かおり，ゴム栽培地の面積拡

大によって，かつてゴム園周辺に居住していた

少数民族かゴム栽培に加わる例が徐々に増加し

ている様子をうかがい知ることができる。

4. 地域開発のプロセスにおける国営農場と

少数民族への影響

漠族が少数民族に与えた影響は多方面にわた

るが， この影響は時代と共に変化していると考

えられる。これまでの調査をもとに，図 8では

地域開発のプロセスを国営農場の果たした役割

を中心に提示している。以下この図にそって，

先住少数民族（タイ族）居住地域に漢族が居住

地を拡大していくプロセスと先住民族への影響

について説明する。

まず漠族流人以前は，宜尉街直 9)のような有

力な集落は存在したものの，比較的均ーな規模

を持ったタイ族の集落が主に平野部に分布して

いた。山地には低い方からハニ族．ラグ族，ジ

ノ一族などが標高差の順に住み分けを行なって

いた（図 8-a)，：, 

1950年に景洪に人民解放軍が人り，翌年人民

政府が謹かれると先住タイ族の封建領主制はま

もなく廃止されたしそして，景洪地区では1954

年前後までに共産主義思想にもとづく土地の再

分配が行なわれている (rl.10）。この時期に漢族の

流人が開始されて以後，先住少数民族にも本格

ぅ2

的な貨幣経済がもたらされることになった（注11)0 

また人民政府に加え，人民解放軍の施設も都市

建設の最初期に建設されている（図 8-b)。

1950年代後半から本格的な国営農場の建設が

始まるが，それらは平地民族と山岳民族の居住

地のはざまを縫うように建設されていった（図

8 -C)。

特に経済作物の生産を促した点で，国営農場

の果たした役割は大きかった。漢族流人以前の

先住少数民族はその自給自足的生活習慣から，

商品作物，あるいは換金作物といった概念は極

めて薄かったと考えられるが，漢族の流入以降，

少数民族の間にもゴムや茶，サトウキビなどの

商品作物を生産する者が増加しているぽI2)。ま

た，漢族が建設した道路網と都市の商業施設に

より，地域間の交易かそれまで以上に活発に行

なわれるようになったことも容易に想像される。

農業についての新しい技術もやはり国営農場

を通じて先住民族に伝わったが，それらはゴム

栽培などの新しい経済作物に対する知識が主な

ものであった。一時期タイ族にも強制された集

団農場化の時代は，先住民族にとっては苛酷な

ものであり，そのときもたらされたスプリンク

ラー等の水利技術は，すくに目詰まりがしてほ

とんど役に立たなかったと伝えられている。他

方ゴムの栽培については，特に山岳民族に対し

ては政府が援助資金を提供したり国有林を開放

して疇その普及に大きく関与している（注1'3)0

国営農場の建設に伴ってそれらを結び付ける

道路網の整備も進んた。コム生産か主流になる

にしたがって．採取したゴムを収集するための

タンクローリーなど大型車両の交通を確保しな

ければならなかったからでもある。そして，道

路網の整備にともなって経済活動も活発化し，
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中心都市景洪の経済的比重はますます大きくな に国営農場とその管理に係わる政府の影響であ

ってきている（図 8-d)。このような過程の中 る(it]4)。

で，近年先住民族の中にはその栽培たけでな 以上のような先住少数民族の居住地に国営農

く，独自の工場を持って生ゴムの生産にも従事 場が地域を拡大していく過程て，目立った少数

するようになった者もいるが，これらは明らか 民族との紛争は起こらなかった。タイ族の年配

a 漢族入植前

図8 漢族の地域開発のプロセス

b 漠族都市＝行政府の建設

． 
．
 

．
 

●
 

● タイ族集落か平野部に均質に分布． ゚

C 国営農場の建設

先住民族の集落 経済作物への転換

Q•市域の拡大• 

国営農場一経済作物（ゴム・砂糖黍等）の生産
先住民族への農業技術なとの啓蒙

／
 

d 地域支配の完成

漢族の支配地域は土地の収奪はおこなわないので，
先住民族を駆逐することなく実質的な地域支配を
完成させる

●タイ族集落 ●山岳民族集落 C)漢族都市 0国営農場 0国営農場分隊

（出所） これまでの調在をもとに筆者作成。
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者の話によれば，それは皆無ではなかったとい

うことてあり，丘改録か残されていないので具体

的に明らかにすることはできないが，少なくと

もチベットや新弧などで発生したような激しい

民族紛争には発展しなかった。以下にその理由

について考えてみる。

まず第 1に，農場を建設した漢族と同等以上

に，漢族の流人によって先住少数民族にもたら

された利益か大きかったためてあろう。たとえ

は漢族流人以降，多くの工業製品が流人したた

めに，少数民族の物質的な牛活は以前とは比較

にならないほど豊かになった。また交通の発達

も全く閉ざされた辺境の地と外界とを初めて結

び付けることになった。さらに現代的な教育U)

普及や医療技術などは，少数民族にとってJtり

知れない利益であったと考えられるい

第 2には，平地に居住するタイ族と山地に居

住する山岳少数民族のはざまに漢族か流人した

ことである。これがもし生産性が高く農業に有

利な平地に強り1に進出していたとすれば，先住

民族との間に強い軋鞭を生じさせることになっ

たのではないたろうか。

第 3には，国営農場を建設するために入植し

た漢族のほとんどが農民であり，先住民から物

資を搾取することなく人植を完了したことてあ

る。ただし，この過程では人植した漢族農民は

多大な犠牲を払わせられることになり，彼らば

甚たしい食糧不足に苦しめられることになった。

第 4に，国営農場の建設はそれらをネットワ

ークする道路建設を伴って行なわれたが，漢族

が一見地域全体を支配しているかに見えて， ‘-K

際には線的な緩い地域支配にとどまっているこ

とてある。先住民族の土地を収奪することはな

かったりで，地域の4く端でt地をめくる争し）が
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起こることは少ないが，その一方で景洪市街地

に接して辺境防衛軍，人民解放軍，武装警察隊

などが配置されており，有事の際には整備され

た道路網を通じて迅速に駆けつけることを可能

にしている。

第 5には，漢族と西双版納の少数民族との交

流が歴史的に非常に占い時代から続いており，

互いに影響しあってきたために，新中国成立以

降の漢族流人に対しても大きな拒否反応がな

かったのではないかと考えられることである。

1900年代のはしめにこの地に入ったアメリカ人

の宣教師の記録からも，タイ族と漢族は古くか

ら交易などを通して関係を保ってきたことがわ

かる (ii13) C 

おおよそ以上のことか，この地域に流人した

漢族と先住少数民族との良好な関係を保ってき

たことに貢献している要因ではないかと考えら

れる。

（注 l) 張立呉根編『西双版納国土経済考察報告』

140ヘージ参照

（注 2) 古島琴子『中国西南の少数民族一一生活文化

を探る旅ーー』サイマル出版会 1987年参照

（注 3) 張立呉根編 r西双版納国土経済芳察報告』

140ページ参照

（礼 4) 文化大革命0)時期には多くの知識階級(/))̀

か弾圧の対象になった。大学卒業生もこの階級に含まれ

るもV)として多くが農村ての労働に従事させられたか，

これを下放という。

（注5） 吉野編『雲南フィー1レトノートぐ・記～51ヘー

ジ参照。

（注 6) 図 3および図4(/)データは（注 l)の参考文

献の心，J3をもとにまとめたものである。ゴムし）最初の収

穫まての期間は 4~7年．成熟年数は 8~11年，収穫可

能年数は35年てあり．図：｝にみる時間差はこの時間丸を

反映したものである。

（注 7) 中固て正確な地図を人手する(1)はさわめて難

しい。穀洪周辺の地図も人手できないのて‘,＜民族問題五

種叢9ゞ雲南省編輯委員会編『俵族社会歴史調杏（西双
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版納之四）』昆明 雲南民族出版社 1983年8/l0)地図

（これはかなりデフォルメされた地図であるので集落間

の距離なとは事実と異なる）と現地で人手できる観光用

の地図（『西双版納旅湘交通図」成都成都地図出版社）

をおおよその手掛かりとして地図を作成し，これに実際

に調行を行なった集落と困営農場の位置を書き人れてい

る。集落数．国常農場の数には大きな狂いはないが，そ

れらの間の距離ぱ正確ではないので模式図として掲げる。

したかって地図U)縮尺もおおよその11安てあるc

（注8) 吉野編『雲南フィールドノート』 48~51ペー

ジ参照。

（注 9) 宜尉街には新中国以前は封建領主の館がおか

れ， この地方のタイ族政治の中心であったと伝えられる

位附は現在の景洪の南数キロメートルのところであった

か，文化大革命の時期に徹屁的な破壊を受け，現在はそ

の痕跡を，忍めることも難しい」

（注10) ＜民族問題五種叢書＞雲南省編輯委員会編

『俵族社会歴史調杏（西双版納之四）』 1983年8月 12l~ 

138ページ参照。

（注11) 漢族流人以前は「半開」という一種の通貨が

用いられていたがそれらは非常に高額な取引にのみ用

いられたものであり（たとえば19汲）年代の中国科学院民

族研究所をはじめとする調壺記録によれば．新中国成立

直後．金 l両（初グラム） ＝250~300半開＝250万～300

万人民冗換箕であった）．今HU)一般的な貨幣とはかけ

離れた性格のものであったと思われる。なお．この「半

開j に代わって人民元が西双版納で広く普及するのは．

州政府が「半開采取制限」を決議して以降であるという

ことであるが．その決議がいつ行なわれたのかについて

は記載がなく不明である。＜民族問題五種叢書＞雲南省

編輯委員会編『條族社会歴史調社（西双版納之十）』 1987

年1月 1~ 7ページ参照

（注12) 大林他「近代化と少数民族社会の対応J 78~ 

89ページ参照。

（注13) 同上論文 78~89ページ参照。

（注14) 現在では．採集したゴムの樹液は，集落やゴ

ム園に隣接する収集場に集められた後，タンクローリー

車によって工場に集められ加工される。一方，国営農場

に属さない少数民族のゴム生産者たちは．樹液を20~30

砧ほどの潰れたホール状に固め．それぞれの納屋なとに

収蔵した後．特定の集配所て直接加工工場に売り渡して

いる。国営農場やゴム園に隣接して設置された樹液収集

所のほとんどが近年建設されたも U)であることを考慮す

ると．現在のようなタンクローリー車による集配システ

ムができたのは．比較的最近になってのことではないか

と推澗され．それ以前は現在の少数民族のような集配方

法がとられていたのではないだろうかc

（注15) 岩宰「在西双版納伝播基督教見聞」（『版納文

史資料選輯一7』昆明雲南民族出版社） 220~2'flペー

シ参照。

III 改革開放政策以降の漢族移住

1． 文化大革命期の漠族移住と改革開放政策

以降の漢族移住の特色

文化大革命時代に流人した漢族は，漢族流人

の第 2期ととらえることかできる。既述のよう

にこの時期に流入した漢族は．全国各地の大学

を卒業後に下放された知識青年 6万6000人であ

ったとされるが，彼らのその後の動向について

正確に把握することはできなかった。だが，一

般に伝えられるように文化大革命終了以降にそ

のほとんど全てが帰郷してしまったとは言えな

いようであった。一般化できるほとの事例を集

めることはできなかったが．多くの若者たちが

政府の要職を得たり学校の教師としてこの地に

残ったということである。政府の若い職員など

の話から，農業技術者として農民を指導したり

教育に携わったりと． Hに見えない部分での文

革期の移住者の影響は，意外に大きいことが推

測された。

文革期の漢族移住が一段落した後も漢族の流

人が続いていることが先の図 lなどからも分か

るが．特に改革開放路線が明確にされ．中国経

済全体が過熱気味の1980年代後半以降．漢族の

流人は加速度的に進行しているようてある。本

論文ではこれを漢族移｛上の第 3期としてとらえ

る"
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図9 西双版納における流人人口の居住年数

7年以上 (7.9%)

図10 流人人口の出身地別構成

1年未海

(52.6%) 

¥＇、）

＼
 

＼
 

四川省 (53.5%)

（出所） 現地調査の結果より筆者作成e （出所） 現地調査の結果より筆者作成，

第 I節で示唆したとおり，近年景洪に流入し 者の占める割合も大きい。この四III省．雲南省．

ている人々の多くは，中国の沿海部の大都市に 湖南省の上位：3省で，全体の97ぢ以上を占めて

殺到して深刻な社会問題となっている「盲流」 いる。これ以外の省から移住した者は聞き取り

の流れと基本的に同しである可能性か高い，，図 調査の範囲ではこ｀く少数であり，湖北省．浙江

9は被調査者が景洪に居住してからの時間を示 省，貴州省からの移住者であった。

すものであるが．この図からも分かるとおり． このクラフには現われないが，四川省・湖南

市場経済が過熱するとともに「盲流」が社会問 省からと雲南省内部からの移住者の移住の仕方

題として注目を集めはじめた1990年代に人って には，明らかな違いか見られる。それは，前者

からの流入者が全体の 8割以上を占め，特にこ の場合には村単位で地縁関係を保ちながら順次

の1年以内に流人した者が過半数を越えている。 移住してくる傾向が怖いのに対して．後者では

また， 7年以tと答えた者は文化大革命期や新 そのような関係が薄く．せいぜい家族単位での

中国成立直後にこの地域に流入した者か，その 移住であることである。前者のような地縁関係

：世である。 の組織は「術 と呼はれるが．これはアメリカ

2. 流入人口の人口構成と職種構成 大陸やヨーロッパに移民した中国人の華僑社会

聞き取り調在の結果明らかになった流入人口 （華僑の出身地は福建省や広東省か多い）に根強く

の出身地別の割合を図10に示す。この結果から 残る地縁関係をもとにした互助組織と共通する

は．全体に占める四／l|省出身者が過半数を超え ものである。ほぽ同様のものが四川省や湖南省

ており．雲南省内部からの移住者（約30~'，:）を から西双版納に移住してきた人々の間にも見ら

も大きく上回っていることか分かる。また．地 れるのは典味深い。このような ¥iによる絆

理的にやや離れているものの湖南省からの移住 は非常に強く，一つの高床式住居の床下に居住

ぅ6
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図11 流人人口の民族別構成

壮族 (2.4%) ハニ族 (0.8%)

莫族 (79.2%〉

（出所） 現地調査の結果より咽者作成。

する人々は， 多くの場合一つの地域からの移住

者達で占められる傾向にあり，後述するように

職業的にも結び付いている場合か多い。

民族別の割合は図11にホすとおりであるか，

全体の約 8割を漢族か占める一方て，他の少数

民族の移住者も少なからぬ割合で含まれている

ことが分かる。特に雲南省大理からの白族の移

住者の数はその大部分を占めている。農村の余

剰労働人口ということでは，大理も四川省なと

と同じ状況を星していることが推測されるが，

大理と西双版納が直接長距離バス路線で結はれ

るようになった影評も大きいu)ではないかと考

えられるっ

流人人口の職種別の割合を図12にポす。 この

結果からは，移住者達の職業で最も多いのは輪

タク運転手であることが分かるし輪タクは個人

が経党しているわけてはなく， 令て会社組織に

より運営されているが， この職種には特に四川

出身者が多い。輪タクは1990年の春頃から西双

版納に現われたか， ifi内の公共交通機関が整っ

食肉加工

(3.8%) 

（出所）

図12 流人人口の職業別構成

無職 (5.7%)

輪タク運転手

(41.0%) 

現地調査の結果より筆者作成。

ていない景洪市にあって， 94年現在では動力付

きのものも含め約400台か稼慟しているとのこ

とであるけ 110 

輪タク運転手の次に多いのは建設労働者であ

ったが．彼らは建設現場の建設途中の建物に寝

I日まりしているものも多く，集落内を調脊した

だけではその実数を把握することは難しい。調

査対象の範囲を拡大すれば．現在建設ラッシュ

の続く西杖版納にあっては，建設労働者の割合

がさらに増えるのではなし心ろうか。

輪タク運転手と建設労働者で全体の 6割以上

を占めているので， その他の職種の割合はかな

り少なくなる。仲買業者は雲南省出身者に多く，

西双版納でバナナやパイナップルなどの南国(l)

果物を仕入れ．北部の地方に運んで売る， とい

うケースか多tI。彼らの場合にはできるたけ安

い宿泊場所を求めてタイ族の比落内に一時的に

住んでいる者たちであり，他の移住者たちのよ

うに定住しているとはいえず，家族を昆明など

に残してきている者がほとんどである
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朕療関係の職種についている者は｀ ここて取

り上げている改革開放政策の影曹によって流人

した人々ではなく，文化大革命期までにこの地

に送り込まれ，文化大革命後も残留した人々で

ある。したがって，彼らは集洛内に住んでいる

もの(1), 後述する床下アパートにではなく，病

院に付設の宿舎に住んでいる。

食肉加工業を営むものが4~ヽ9;:弱ある他，その

他の職種の中には家具職人ほ 2)，廃品回収業な

どの肉体労慟が多く含まれる。また，無職と答

えた者も約 6:'』あり，彼らは前述のような地縁

関係をたどって景洪にやって来たはかりの者た

ちてある。彼らはH雇いでその日その日を送っ

ているということであるか，「柑」を後ろ盾と

しているためか， さほど困窮している様子はみ

られなし％

移住前の職業か何であったかを希ねた結果が

図13であるが，そのほとんどが農業であり，中

国の農村の余剰労働人口のあり様を如実に示し

図13 流人人口の移住以前の職業

旅館業 (20%) 

農業 (80.6%)

（出1iji) 現地凋ftU)結果より惰者竹成っ

ぅ8

ていると苫える。また移住前も建設労働者だっ

た者は現在ても同じ職業を続けている場合が多

いが，彼らはある程度の技術を身に付けている

者たちであろう。

聞き取り調在の際に彼らの生活について尋ね

たところ，移住した漢族の多くは，経済的な厳

しさなどから春節にもめったに帰郷することは

ないということであるか、かといって西双版納

に定住しようというはっきりした意識は特に見

られない。経済的には決して恵まれているとは

けえないが，それでも以前の故郷での暮らしよ

りも現在の方が良いと考えているものがほとん

どである。それだけ現在の中国の農村の暮らし

が厳しいということを反映しているのではない

だろうか。

3. 漠族移住者の生活環境

1950年代から60年代の漢族移住者達が，先住

の少数民族と影響しあいながらも独立した農場

を建設していったのに対して，改革開放政策の

流れの中て西双版納に流入した移住者たちは，

その大部分が都市とその周辺の集落に居住して

おり，先住の少数民族とより強い共存関係を有

している特にその居住空間については、タイ

族の伝統的住居形態である高床式住居の床卜Uの

空間を仕切り， 2~3世帯から多いものでは10

数世帯も (J)移住者がひとつ(J)高床式住居の床下

に居住して tiる。

このような居住形態が現われた原因を漢族と

タイ族の側に分けて考察する。まず漢族側の要

因としては、既述のように讃洪に流人してくる

人々の名くか政府の保涎を受けられない「盲

流」であり，景洪に居住するために必要な正当

な戸籍を有さないために，一般的な集合住宅に

入居することが不可能なことがあげられる ま
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はI刺腕を広け←j~k さて l.h~ 1ぷmてある なお図中ては打1lilJ)Kさとその数か分かるよ

うに｝ぐJ；してあるか、だとえは 1b, 7ぱ l,、―U)長ざ U)杵間か7つあると 1；うことて

あり， 2 b x lは 2,‘―u)」てざ d)打間か 1つあるとし i うことてある、）
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た，彼らはもともと貧しい農村の余剰労働力と

して，いわばその社会からはじき出された人々

てあり，アパートの使用権を取得することは経

済的にも非常に困難であろう。

他方，西双版納のタイ族は，中国の他の地域

の少数民族に比べてかなり自治意識が強く，今

Hのように漢族が集落に流入する以前から．旅

行者や行商人などを彼らの住居に民泊させるこ

とを普通に行なっていた。これは人々の移動を

竹理する手段として宿泊施設にも蔽しい管理体

制をしく中国にあっては，きわめて異例なこと

てある。そして．このような状況か流人する人

々を受け人れる素地になっていたことは疑いの

ないところである c

後述するように，現在てはタイ族か床下を貨

貸することによって現金収人を得ようとする意

識も相当に強し％だか，このような居住形態か

はじまる端緒には，合法的，経済的に住宅を得

られない流入者と，漢族に対して強い「l治意識

をもち，自らのt地や住宅について自由に使う

権利を‘.11然のこととするタイ族の側の状況か，

うまく合致したとしヽうことかある 0)てはなし Iた

ろうか。

次に具体的な住居形態につし只て見てみたい）

図14は伝統的な高床式住居が号床下に賃箕部屋

を持つ住居に変化した典刑的な例を示して tIる_.

かつては放し飼いの家畜が徘徊するスペースて

あった床下空間を流人する人々のアパートとし

て利用する住屈が，現在ては嵯最蘭全体の仕居

(/) 3分の 2以 Lに達している。

このような居仕形態が調在対象街落0)崚屎闇

て見られるようになった0)は1991年末頃からで

あるが，その後流人する漢族か増加するにした

かって，この居仕形態か忍激に普及していった
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当初は高床式住居の床下を木の板竪で仕切った

たけの簡素なものてあったか，その後レンガ墜

で仕切ったより恒久的なものとなり，最近にい

たってはタイ族住居の建設当初から賃貸部屋を

考慮して建設か行なわれる場合も珍しくなくな

った。その結果，タイ族の伝統的住居形態であ

る高床式住居の形態も大きく変化している。

4 漢族移住による先住民族への影響

先に床F部屋の貨貸業がはじまる原因につい

て見たか，ここではその拡大の経緯とその後の

先住民族に対する影饗について考察する。筆者

か娯洪地［メにおける住宅d)悉皆調脊をはじめた

0)は1989年からであるか、この時はタイ族集落

に漢族か居住するということは例外的な場合

litふ）を除しごぱ，全く見られなかった C 1991年

10月の調査時に，邸床式住居の床ド空間を仕切

って外部からの流入者か住まう現象が最初に見

られたか，これは廃品1口］収業を営むタイ族かそ

の従業員としての漢族を床下に住まわせていた

ものて，賃貸業そのものか目的てはなかった。

ところか、 1993年10月の調任時においては，調

介対象集落（怪娯闇）のほとんど全てのタイ族

世帯て何らかの賃貨業か行なわれている 明ら

かに五えることは，こ())2年の間にまたたく間

に賃貸業か広かったことてあり，農業を基盤と

してし心先住タイ族())社会的構造が，短期間の

うちに大きく変化しつつあるということてある。

199:l年1(）月の間き取り調府によれは， この賛

貸業， または上地や住宅の使用権の売買に最も
＇ノヤ{, 9, 

影響かあったのは， 88年頃から曼景蘭U)曼斯路

りi』 ì}沿しヽにタイ族レストランを開き， この通り

を西杖版納の観光名所にまて高めた元レストラ

ンの経営者達てあると推測された，，元来臀先仕

のタイ族にはt地や住宅の使用権を貸して現金
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を得るという習慣はなかったか，観光地として

注目を集める西双版納において，大々的にレス

トラン経営を行なおうという漢族の側からの申

し出が先行し，その多額な使用権料のために他

のレストランも次々と追随した状況かうかかわ

れる。

またもう一方では，悶洪市街地の中心近くに

位置し，都市の拡大にしたがって完全に市街地
マンイ/

に取り込まれてしまった曼允というかつての農

村集落かあるが， ここでは漢族(J)居住区と長ら

＜隣接していたために，他の地域に先んじてi葵

族と先住のタイ族か同し居住lべ内に住む状況か

生まれていたし，そして，床下の賃貸をはしめた

のも屎洪ではこの集落か最初てあるぐ、その後，

ここで行なわれていた賃貸業か流人人口の急増

という状況と相侯って，曼景蘭に飛び火したの

ではないたろうか。

では，このような賃貸業か先住民のタイ族に

どのような影響をもたらしているのだろうか，3

まず，最も大きな影響をもたらしたのは， t1貸

料による大きな現金収入であなその賃貸，あ

るいは使用権については，レストランの場合，

契約期間は10年間というのが船般的てあり、年

間の使用権料は 4Jj~ 5万元ということてあるぐ

内双版納(/)政府職員の年間給与は2000元程度て

あるが015)，その20倍以tの使用権料を得て t¥ 

ることになる。

閥床式住居の床卜を貸している場合では｀そ

の部屋の条件によって賃貸料も大きく異なり，

相場は 1カ月60~2(）（)元程度である最も一般

的な床下部犀は，｝入さ 2情にも満たなし lものて囀

窓はなく．ヘッドを人れるとほとんど部屋がt'

つばいになってしまう。だが， このようなもの

でも月70元程度は必要てあり、西双版納の物価

＇，研究ノート

水準から考えれはかなり高額な賃貸料と目わさ

るをえない。他方，賃貸料を受け取るタイ族の

方ては， 、ナ・戸の高床式住居の床下て，少ないも

のて数世帯，多いものでは十数世帯分の床下部

屋を有している c そのため月々に得る賃貸料収

人は、数百元から1000元以上にも達し，これは

西双版納の一般的給与水準と比してかなり高額

な収人である。

ては，このような収入を得ることになったタ

イ族には，どのような変化か生しているたろう

か。最も顕-特なのは，それまでの農業や飲食店

の経営といった労慟から解放されたために，本

来ならば働き盛りの30代から40代のタイ族男性

の多くか，早々と隠退してしまったことである。

一般化することの難しい点ではあるが， 1991年

の調査時には特定の労働に従事していた彼らが，

現在ては日中から酒を酌み交わしたり，手持ち

ふさたに目抜き通りをふらついている姿をよく

目にするようになった。また， これらの新たな

行閑府を目刈てとして， 1991年まて集落内では

見ることのなかったカラオケバーや，その休裁

をかりた事実上の売春宿などか出現している（う

Iヽi然なから會これらの娯楽施設によって集洛の

雰囲気も変わることになった。

｝j, 西双版納外部からの余剰労働人口が大

礼に流人した影響によって，地元のタイ族の若

者か職に就けないという事態が生じている，特

に彼らの場合は、一方て親たちが高額の賃貸収

人を得ているということもあって，特にすくに

働かなけれはならなしヽとしヽう危機感はなく，今

ざら屯労慟と低賃金を強し lられる農党や建設‘ji少

働なとの仕事には就きたくな t¥、 とt)う意識か

ある 0 また，大学なとへの進学も人学定員か非

常に限られて tlるためにかなり難しく，結果的

6I 
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に若者を中心とする多くの遊休労働力を作り出

しており．潜在的な社会問題となっている。

第II節で国営農場の建設における漢族の移住

について見たように．改革開放政策の中でこの

地に移住してきた漢族と先住民族との関係が比

較的良好である理由について考えれば，それは

すでに明らかなように．先住のタイ族住民の方

が現在のところ圧倒的な経済的優位を得ている

ためであろう。漢族の移住者かタイ族住民の高

床式住居の床下に数多く居住しはじめたことに

よって，多くのタイ族住民に非常に大きな現金

収入がもたらされ．彼らは物質的に豊かな生活

を享受している。加えてタイ族住民か床上の広

い居住スペースに住み暮らしていることは，精

神的にも大きな優越感を与えているようである。

このような環境からタイ族の側に不満が起こる

とは考えにくく、仮に中国の政治的情勢が今後

も安定していくとすれば，漢族とタイ族の現状

の共存状態は，今後もしはらく続くことになる

0)ではないだろうか，、

（注 l) 良南省人民政府経済計画局職員からの情報提

供による。なお，輪タク組織の詳しい運営形態について

は未調介ーであり，今後の課題としたい。

（注 2) タイ旅の生活か豊かになるにしたがって， も

ともとほとんど家具を所有しなかったタイ族の住居内に

も家具が増えてきた。特に最近は居間と寝字の間d)板準

の代わりに大型の建て付け型の家具を置くことが流行し，

他省からやってきた家具職人の数も増加している。こ {j-)

建て付け家具とは，底さは 2ぢ前後であるか，横幅は部

屋の幅いっぱいにとるもので, }('t'lの住居U)場合にはそ

の幅かIOは以 l．に達するものもある（図l4参照） C こu)

ような家具の購人には数千元から 1万元以上かかる場合

もあり，タイ族にとっては一種のステータス・シンホル

になっている。また，景洪の家具製造業には，このよう

な地Jじ(})タイ族l{l]けの家具製造業者と， ｝に西双版納い

外に出荷する竹製の椅fやテープルなどを製造する家具

製造業者かいる，
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（注 3) 調査対象集落としてきた曼景蘭，曼P斤，曼竜

寛の3集落のうち，曼斯に 1家族だけタイ族に民族登録

を変更したという元漢族が居住している。また， 1988年

頃から増えはしめたタイ族レストランには 91年以前も

漢族の若者が従業員として住み込みで慟いていたc

（注4) 1988年頃． 1本の集落内幹線道路てしかなか

った曼斯路に，観光客を相手とするタイ族レストランが

立ちはじめた。その後急速に民宿やレストランが立ち並

訊現在では西双版納の名物通りとなっている。

（注 5) 中国人の年収は地域によって大きく異なるが，

これは1994年5月現在西双版納の政府職員の給与額てあ

る。

N おわりに

一少数民族居住地域への漢族移住と

その先住民族への影響――

本論文においては．少数民族居住地域に漢族

か移住し，その生活域を拡大していく過程と，

それか先住民族であるタイ族にどのような影響

を与えてきたかについて分析するとともに，先

住民族と漢族との間で保たれている比較的良好

な民族間の関係についても目及してきた。こ 0)

中で明らかになったことを整理して結語とした

し、

゜
まず全体的な漢族移住の流れについては，以

下のように要約される。

［l) 西双版納0)漢族人口の推移，国営農場の

人口の推移，移住についての記録， 1991年以降

U)タイ族集落への漢族の流人などから、西双版

納への漢族の移住は．第 1期の国営農場建設期

の漢族移住．第 2期の文化大革命時代の下放に

よる漢族移住．第 3期の改革開放政策下での漢

族移住．の 3期に分けられる

(2) 西双版納にも中国の他の少数民族居住地

域同様．新中国成立以降急激に漢族か流入して

いる。 1980年代に入って．統計上は流人の速度
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が鈍化する傾向が見られるが，統計には現われ

ない「盲流」と呼ばれる違法な流人者の数が，

都市部を中心に増加する現象が見られる。

(3) 西双版納を構成する 3つの県の中でも鼠

洪県の漢族人口が際立って多いが，これは漢族

の都市への流人と，景洪県のゴム栽培に適した

温暖な気候から，国営農場が数多く建設された

ことを裏づけていると考えられる。

1950年代の国営農場建設期の漢族移住と少数

民族への影響については次のように整理される。

(1) 国営農場の建設と漢族の流入は1953年前

後からはじまり，湖南省を中心に中国各地の農

民が西双版納に移住した 彼らはほとんど体—^

つでこの地に移住し，甚だしい食糧不足に苦し

められたが，平地に住むタイ族と山地に住む山

岳少数民族の居住地域のはざまに農場を拡大し

ていったために，先住少数民族との間で大きな

軋囃を生むことなく人植を完了することがてき

た。

(2) 1950年代の後半からはじめられたゴム牛~

産は， 70年代半ばになって著しい生産景の伸び

を記録しているが，それによって国営農場の生

活も豊かになった。また，ゴムの栽培面積も年

々拡大し，国営農場周辺の少数民族でも国営農

場に参加する者が徐々に増える傾向がみられる」

(3) ゴム生産か苦しい伸ひを示すプ方で，国

営農場の人口は，文化大革命終了後に下放青年

が帰郷してからは減少傾向にある。また，厳格

な一人っ子政策と農村人口の高齢化によって労

働人口が減少する一方で，退職者などの非労働

人口は増加し続けている。

(4) 漢族が少数民族居住地域に自らの居住地

域を拡大していく基礎をつくったという点て，

国営農場建設(})果たした役割は非常に大きい

また，少数民族社会に対しては，ゴムをはじめ

とする商品作物を普及させた意味も大きい。

文化大革命期に「F放j された人々について

は十分な資料が得られなかったか，一般的に伝

えられているように，文革後にそのほとんど全

てが掃郷したということではなく，教師や医師

としてこの地に残った人々も少なからずおり，

目に見えにくい部分での影響の大きいことが推

測された。

さらに改革開放政策下での漢族移住について

ふ以下のように要約されるn

(1) 景洪における漢族の流人人口のほとんど

は，農村の余剰労働人口となった「盲流」とよ

ばれる違法な移住者たちであり，彼らが合法的，

経済的に住宅を得られないことと，タイ族が自

分の住宅や土地を自由に使う権利意識の強いこ

とか屯なって，集落への漢族の流人は1991年か

らわすか 2年ほどの間に急激に進んだ。

(2j 1991年頃から激しくなった漢族のタイ族

集落への流人において，漢族はタイ族の伝統的

住居形態である高床式住居の床下の空間を借り

て住まうことが定着した。 1994年の調査時には

景洪市街地に隣接する集落（曼景蘭）のほとん

どのタイ族世帯が床下や十地を貸しており，中

国の物価水準に比して著しく高額な賃貸料収人

を得ている。

(3) 床下部屋の賃貸によって高額な賃貸料収

人を得たタイ族は，それまでの農業を中心とす

る労働を放棄しはじめている。これは農業を基

盤としてきたタイ族社会の経済的基盤を根底か

ら変化させるものであろう，また， タイ族の若

者逹は急激に流人する泄族によって就職の機会

か著しく減少い彼らの親達0)絲額な賃貸料収
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人か背景にあることもあって遊休労働力化する

傾向が強く，潜在的な社会問題となっている。

(4) 雲南省外から流人している漢族は，地縁

関係をもとにした組織「招」をたよりに移住し

てし 1ることが明らかになったか， この組織は居

住地や職業などの点でも強い結び付きをfiして

いる。一方雲南省内からの流人者ては，漢族以

外の白族の流入者も少なからす含まれているこ

とと，彼らは内t1を介した組織的な移住では

なく，家族単位の移住を行なっている点て雲南

省外からの移住者とは異なっていることが，明

らかになったぐ

64 

（東点大学大学院「＾学系研究科博士課程

〔都1fi［学専攻））

〔付記‘！ 本研究の調査にあたっては會）じ雲南

民族学院の講師で現景洪県の県知事秘書をされ

ている岩宰氏他，西双版納タイ族自治州人民政

府経済dt画局の1]世明氏，同建設局の郡成穎氏，

同民族委員会の諏玉蛉氏，中国銀ft(f）岩竿燕氏．

中国国際旅行社の岩光平氏，雲南民族学院研究

生の村橋俊之氏の協力を得た。また， 1993年10月

以降の調在においてはトヨタ財団より研究助成

を受けた 泣して感謝の意を表する。
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